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アステラス製薬 経営理念，ASTELLAS WAY

アステラス製薬 ホームページより
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社内体制の整備

時期 内容

2019年4月 開発本部にPatient Centricity推進担当を設置（PJ担当者ではない）
（2020年4月にPatient Centricity専任担当に）

2020年2月 本社機能の中にPatient Centricity室を設置，
6月に日本，アジアの専任担当者を置いて実働開始

 2018年度以前は社内にPatient Centricity専任の担当者はいなかった

 Patient Centricity活動（PC活動）を推進しようとしても，

• 何から手を付けたらよいのか分からない

• 患者さんにどのようにアクセスしたらよいか分からない

• 患者さんと協働する際のSOP（標準業務手順書）が無い
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臨床開発部門における、PC活動に関するアンケートの結果

PC活動を通して、肯定回答率（積極的に推進している、推進している）が顕著に増加した。
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現在のAstellasは、どの程度PC活動を推進していると思いますか？

■積極的に推進している ■推進している ■ あまり推進していない ■全く推進していない ■分からない

98%超！

本社にPC
室が設置

開発本部
担当者を置き
本調査開始
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本社PATIENT CENTRICITY室の役割

患者団体と連携
• 関係構築・連携提案
• 患者市民参画促進

社内各ビジネス部門と連携
• PC活動協力：事前相談・団体調査・打診・調整、実施
• 情報共有：患者団体からの情報など

基盤整備（法務・コンプライアンス、社会貢献・患者支援部門）
• SOP ・ガイダンス・契約書・同意書等の作成整備
• 案件の審査、アドバイス、トレーニング
• 製薬協 患者団体連携推進委員会
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開発本部PATIENT CENTRICITY担当の役割

開発PC担当

社内
（国内）

社内
（Global）

社外

 各開発PJチームからの事例収集と、開発内での事例共有

 本社PC室、インフォメーションセンターとの連携

 法務・コンプライアンス部門との調整・基盤整備

 Global PJにおけるPC活動に関する事例収集

 CRO等の外部サービスに関する情報収集

 各種業界団体におけるPC関連の活動

 業界内のPC活動に関する事例収集

 患者会と連携し、開発向けの講演会・ワークショップ等の開催

開発PJ Team
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PC活動推進における本社と開発本部の連携

各開発PJの進捗，課題の定期共有

各開発PJのPC活動の検討内容共有

本社 PC室
開発

PC担当

開発PJ Team

各関連患者団体の情報共有

コミュニケーションの取り方について助言

開発本部外のPC活動の共有

法務部門など他部門連携

PJ Teamの相談窓口

他PJのPC活動共有

本部内手順の整備

患者会とのコミュニ
ケーション

PC活動のための資料
や原稿への助言

PJ TeamのPC活動推進を
両輪でフルサポート！！

患者会との活動の際
の契約の主体となる

インタビューなどの実
施

PJの現状，開発計画などの
共有

PJ単位で解決したい課題や
実施したいPC活動の検討，
共有
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実際の活動事例 患者会へのインタビュー

PC活動
の検討

進め方
の検討

インタ
ビュー実

施

本社 PC室

開発
PC担当

 どの患者会にコンタクトすれば
よいかアドバイス

 どのような活動であれば実施
可能かアドバイス

 参考となる先行事例の紹介
 本社PC室との打ち合わせ設定

 患者会への打診，説明

 インタビュー内容の精査，資料に
関する助言

 当日のChair

 契約など，手続きについての情報
提供，アドバイス

 インタビュー内容の精査，資料に
関する助言

 インタビュー後の患者会への
Follow up

 結果のFeedback

 テンプレートの修正など，PJを
超えた対応の要否を検討

 実施した内容を，事例として本
部内に共有

Feed-
back
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新薬開発における協働のこれまでのイメージ

患者さん

患者団体

医療従事者製薬企業
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医療機関の先生方は、
患者さんのニーズを把握し
ているという前提の下、
先生方へ意見聴取すること
が、製薬業界の常識だった。

病院にかかる。
先生に症状を伝える。
診察を受ける。



新薬開発における協働の将来像のイメージ

患者さん

患者団体

医療従事者製薬企業
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今後は、医療機関の先生から医学的見地の話を聞くのと同じように、
患者さんやご家族から、患者さんとしてのご苦労やニーズを直接聞いて、
三者が一緒になって新薬を一緒に創っていく時代がやってくる！



製薬企業がPATIENT CENTRICITYに基づく活動を実施するためのガイドブック より

開発PJ Team

開発 PC担当

本社 PC室

11



専門部，専門担当者を置くことの意義 - 医薬品開発におけるPC活動の推進を超えて -

より高い視
座からの
PC活動に
関するInput

PJ担当の
相談窓口，
本部横断的
なサポート

PJ単位でのPC
活動の推進

＋

より広い，PC活
動への理解
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ご清聴ありがとうございました 13
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